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明治五年から六年にかけて、金沢医学館でスロイスは普
通病理学と各自病理学の講義をした（１，２）、藤本純吉の
筆記したこれらの講義録には注目される事柄が記載されて
いる。それは前者では病因論で、病気の原因の一つとして
「遺伝病」を取りあげていることであり、後者では「胃癌
を遺伝病」とし、さらにその他に幾つかの遺伝性の病気も
講義で触れていたことである。一方、大阪医学校ではエル
メリンスが明治六年に「原病学」の講義を行い、その病因
論で同様に「遺伝病」が病気の一因であると説明していた
（３）。遺伝、遺伝子に加えて遺伝子操作、遺伝子治療、遺伝子
バンクなどの多くの新しい学術用語が一九六○年代からの
急速な分子生物学の発展により生まれ、そして日常に使用
されるようになった今日である。ところがこの「遺伝」と
いう言葉には、どの様な過去の歴史があったかについては
明らかではなく、一つの興味のある課題である。我が国で
はいつ頃から、誰により、何語からの翻訳で作られたのか、
「遺伝病」この学術語のルーツをさぐる
金
沢
市
板
垣
英
治
又は漢語として渡来していたのか、どの様な分野で最初に
使用されていたのかなどの問題がある。遺伝と言えばどち
らかといえばまず遺伝病より、一八六一一年のメンデルのエ
ンドウ豆での実験による「遺伝の三法則」を思い浮かべる
のが普通である。本稿では順序は逆になるが、先ずスロイ
スの「普通病理学」の講義（１）から、遺伝病に関する記
述を紹介しての後に、この「遺伝病」と言う言葉の由来を
調べた結果を紹介する。
スロイスの「普通病理学」と「各自病理学」の講義録は、
藤本純吉筆記のものが金沢市立玉川図書館近世史料館に架
蔵されている（１，２）、これを基本の史料とし、さらに、
当時のオランダ語辞書および辞典類を、さらに病理学書や
蘭和辞書の代表である『訳鍵』を金沢大学附属自然科学系
図書館および石川県立図書館に架蔵される書籍で調べた。
さらに「ハルマ和解」は可・出巴曰四の蘭仏辞典「波留麻解」
第二版の翻刻版を調べた（４）、また、長崎府医学校でのマ
ンスフェルトの『病理略論』（５）、大阪医学校でのエルメ
レンスの『原病学通論』（３）、東京大学医学部の内科学の
三宅秀が講義資料を基に刊行した教科書『病理総論』（６）
等は、国立国会図書館に架蔵される書籍をデジタルアーカ
イブスから入手して使用した。原文を引用の場合は句読点
を
挿
入
し
た
。
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１、スロイス「普通病理学」と「各自病理学」に記載され
た「遺伝」および「遺伝病」
明
治
四
年
三
月
に
ス
ロ
イ
ス
が
金
沢
医
学
館
に
医
学
教
師
と
し
て
着任して、五年間の医学教育の教授表を作成した。その第
三年には病体解剖、病学通論、外科通論、外科手術の他四
教科が書かれ、第四年には病学各論、外科各論、外科手術、
眼科の他七科目が記載されていた。
病学は内科学であり、当時の内科学は病理学とその治療
学（富岳○］○四の①ロ岳の田口の）よりなっていた。このことは、
石川県甲種医学校の内科学講義も同様であった（７）。
スロイスは病学通論では「普通病理学」を講義した。さ
らに病学各論では「各自病理学」を講義した（１，２）。
普通病理学・巻之一では、普通病性発現学で患者の診察法
等を、巻之一一では、普通病原学し＆○］○四の、のロの日］】ので一、
内因、一一、外因を、三、伝染病、四、普通病理性生理学な
どが含まれていた。この内因には疾患の原因として（１）
ひ
ん
ふ
遺伝、（２）年齢、（３）種族、（４）＊稟賦、（５）外見所見、
（６）素質、など十三の項目が上げられていた。
＊
稟
賦
Ⅱ
天
性
との「遺伝」では、
是レ其父母向前患ヒシ所ノ疾病ヲソノ子（二）之ヲ遺伝シ、
又
其
素
因
ヲ
遺
伝
ス
ル
ヲ
云
ウ
、
此
ノ
遺
伝
病
即
先
天
病
二
属
ス
ル
者ハ、結核労ⅡロＳの局已・の』の．梅毒ⅡのごＤ亘］一ｍ》歴節病
（痛風）Ⅱ）』・耳．癒澗Ⅱの亘の口の旨・心思鯵憂病Ⅱ
ロ】ロ○○頁ｏｐ９の国ロ》ず］の（＆②体躯倭小Ⅱ日のご己の曰口の
（体躯倭小ニシテ童性ヲ有スルモノヲ云ウ）等ナリ。又遺
伝二由テ男子ノミニ来ル疾病アリ。即閂○宮ロ］○巴のⅡ魚鱗
状皮疹（魚鱗癬）、亘○のＱの日］の戸のⅡ出血シ易キ性ヲ有スル
者、及上白Ｂｏｍｂｏｍｓ囚巴のⅡ亀頭ノ后下面尿孔ヲ開ク者等
ナ
リ
。
亦
遺
伝
ニ
シ
テ
娘
二
伝
上
、
男
孫
二
発
ス
ル
病
ア
リ
、
故
二
此
病
ハ
祖
父
ヨ
リ
男
孫
二
之
ヲ
蕃
殖
ス
ル
者
ナ
リ
。
と
あ
り
遺
伝
病
が
ど
の
様
な
疾
病
で
あ
る
か
を
説
明
し
て
い
た
。
こ
の
中
に
「
遺
伝
二
由
テ
男
子
ノ
ミ
ニ
来
ル
疾
病
」
と
し
て
魚
鱗
状
皮
疹、血友病、尿道破裂をあげて男性の伴性遺伝病を「娘二
伝
上
、
男
孫
二
発
ス
病
」
も
あ
る
と
述
べ
隔
世
遺
伝
病
を
教
え
て
い
た
。
さ
ら
に
疾
病
ノ
遺
伝
蕃
殖
ス
ル
ノ
理
ハ
、
若
シ
人
種
ノ
異
ナ
ル
ニ
従
テ
各
必
スー定固有ノ躰形ノ性質即徴候ヲ保続シ、加エ（テ）一家
族
二
於
テ
モ
亦
、
一
定
ノ
徴
候
ヲ
保
続
ス
ル
等
二
由
テ
推
考
セ
ハ
自
ラ
昭
明
ナ
リ
。
皇
国
人
ノ
黒
毛
・
黒
虹
彩
、
欧
人
ノ
紅
毛
、
茶
褐
色
虹
彩
、
魯
国
人
卜
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
」
国
人
ハ
隣
接
ス
ル
ト
錐
モ
、
魯国人ハ黒毛ニシテ、「スウェーデン」人ハ紅毛ナルカ如シ、
沸国ノ「ブリヲン」種＊ハ其鼻尖突シ亦ヨード」人種＊
＊ハ其鼻中隔下垂ス。是し悉ク固有性質ナリ。
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＊厚の庁・ロブルターニユ人、フランス北西部ブルター
ニュ地方に住む。
＊＊】・ＱｇＱｏＢユダヤ人
とあり、人種による毛の色と虹彩の色、鼻の形などの違い
は
人
種
固
有
の
遺
伝
的
性
質
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
た
。
さらに、各自病理学（２）では、巻之一で「肺労」と巻之
三
で
「
胃
癌
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
。
胃癌【日禺の円く日〕Ｑの曰目、
原因
人
体
諸
器
械
中
胄
ハ
癌
ヲ
発
ス
ル
事
最
多
シ
ト
ス
。
而
此
胃
癌
ハ
多
分
ハ
自
発
症
ナ
リ
。
此
病
ノ
原
因
ハ
不
明
ナ
リ
。
或
家
族
二
於
テ
ハ
胃
癌
六
）
遺
伝
病
卜
成
テ
来
ル
事
ア
リ
。
男
子
ハ
婦
人
二
比
ス
レ
肺労い。□四のＨ曰、Ⅱｂ亘亘叩け□］巨日・口の一日（肺結核）
（前略）肺労ノ素質ヲ天性（二）備フ者アリ、若シ小児（ガ）
肺
労
ノ
素
質
ヲ
備
フ
ル
者
（
△
、
父
母
ヨ
リ
遺
伝
ス
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
遺
伝
性
卜
云
ウ
、
但
シ
此
遺
伝
ハ
肺
労
ヲ
遺
伝
ス
ル
者
ナ
ラ
ス
。
然
し
ド
モ
此
如
キ
小
児
ノ
父
母
ハ
多
分
衰
弱
ニ
シ
テ
知
覚
鋭
敏
ナ
ル
者
ナ
リ
。
如
何
ト
ナ
レ
ハ
肺
労
ノ
遺
伝
性
素
因
ヲ
有
ス
ル
小
児
ハ
必
ス
肺
労
二
罹
ル
者
二
非
ス
シ
テ
、
其
父
母
他
ノ
虚
脱
病
二
罹
リ
テ
衰
弱
シ
、
或
父
母
共
二
高
年
二
至
テ
産
セ
シ
小
児
ニ
モ
来
ル
ア
リ
。
２、緒方洪庵「病学通論」
金沢医学館でスロイスの講義中の①瓜の昼埣巨Ｑを翻訳す
ることが出来たのは、長崎で医学を学んだ黒川良安か伍堂
卓爾か、大阪適々塾で医学を学んだ大田美農里、田中信吾
津田淳二か、あるいはオランダに遊学していた馬嶋健吉、原田
俊一一一であるかを明らかにすることは重要な問題である。先ず緒
方洪庵の『病学通論』が参考史料として浮かび上がる（８）。
ハ
胃
癌
二
罹
ル
事
多
ク
、
胃
癌
ハ
四
十
歳
ヨ
リ
六
十
歳
ノ
間
二
来
ル
者ニシテ、四十歳前二来る事稀ニシテ、一一一十歳前二来ル事
甚夕稀ナリ、且此病ハ貴賦ヲ撰ハス。
さらに慢性伝染病では、梅毒で「遺伝性志比利須」（の］ｂ亘］」の）
と
の
説
明
が
あ
る
。
こ
の
様
に
、
ス
ロ
イ
ス
は
普
通
病
理
学
お
よ
び
各自病理学においての罠の］］房の凶の写のロ（遺伝病）に関する
講義を行い、オランダ語通訳はそれを「遺伝」「遺伝病」と
翻訳していた。ここでスロイスがこれらの講義を行うにあ
た
っ
て
使
用
し
た
原
典
を
調
べ
た
が
、
現
在
、
金
沢
大
学
附
属
自
然
科学系図書館に架蔵される当時の病理学書十一冊の中には
含まれていなかった。
オランダ語では遺伝は①Ｈ｛の］」）丙西の己であり、この言葉が
スロイスの口述講義を翻訳した三人の通訳者によって「遺
伝
」
と
翻
訳
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
7５
緒方洪庵の訳本『病学通論』は嘉永二年已酉初夏（扇宅）
に大阪「適々齋塾」蔵版で刊行された。本書は出口耳目ロロＰ
四ｓの爲日巨囚巨曰のロ宮○戸宛○○ｍの・の宮の口、の］等の医学書を
参考として書いたものであるが、目次のみで終わっていた
（８）。その目次によると、本書巻之三、疾病総論第一一では
［
第
五
由
来
区
別
］
で
【遺伝病】エルフェレイケシーキテン、【先天病】アーンゲ
ボ
ー
レ
ネ
シ
ー
キ
テ
ン
。
【
後
天
病
］
フ
ル
ケ
レ
イ
ゲ
ネ
シ
ー
キ
テ
ン遺伝
病
は
賦
生
の
始
め
に
於
て
、
父
母
の
病
を
其
の
体
の
質
中
に
稟
受
せ
る
者
な
り
、
先
天
病
は
既
に
胚
揮
と
な
り
し
後
、
胎
内
に
於
て
自
ら
得
し
病
な
り
。
而
し
て
分
娩
已
後
、
得
る
所
の
病
は
皆
之
を
後
天病と名づく。
と
書
い
た
が
、
そ
れ
以
上
の
事
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
カナ書きのオランダ語は、同国の三片の凶の江のロ
シ臼〕胴のウ・門のロの凶の戸のＰ『の【汀話のロの凶の写のロである。
一方、安政六年一月（］、＄）から万延元年一月（届①○）
の
長
崎
医
学
所
で
の
ボ
ン
ベ
の
「
病
因
總
論
」
で
は
、
「
外
因
の
失
常が病因となるもの、体内機能が変じて病因となるもの」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
遺
伝
病
に
つ
い
て
は
全
く
扱
っ
て
い
な
か
った（９）。
こ
の
事
か
ら
、
大
阪
・
適
々
塾
で
医
学
を
学
ん
だ
大
田
、
田
中
、
３
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
「
病
理
略
論
」
慶応二年七月（」⑭①①）にＯ・○・三目のぐの岸が長崎養生所の
医師と精得館の教師として着任した。明治
元年に長崎府医
学校と同病院に改められ、その学科序目の第五等で病理学
の教育が行われた（皿）。この講義の粗筆記が東京医学校で
「属読校正」が行われ、『満斯歌児篤氏口授病理略論』上、
下、２冊が刊行された（５）。本書の題言には、
一
和
漢
鐇
訳
ノ
医
書
中
病
理
書
ノ
如
キ
ハ
未
夕
霧
蓼
世
二
善
本
ア
ルヲ見ス。故二我東舎ノ生徒巳二諸書ヲ渉榔シ、此科二至
テ大二其畉ヲ職ム。近頃山田生某長崎医院ノ教師満氏ノロ
授
一
本
ヲ
所
持
ス
。
之
ヲ
一
覧
ス
ル
ニ
蒼
黄
筆
記
ノ
紙
漏
鞭
縛
写
字
ノ謬誤亦甚夕鮮カラス。（以下略）
とあり、これを読み返し校正して、明治四年二月に東京で
出版することになったものである。このことから明治三年
か
ら
四
年
に
か
け
て
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
が
行
っ
た
講
義
で
あ
る
。
本
書巻之下の９頁に「疾病の原因」の項があり、その凹頁に
は内科的な病因として「第一雰囲気の感応」、「第二栄養の
感応」、「第三摂生及び職業の感応」、「第四精神肢体の運動
及び其休息の感応」、「第五遺伝及生来不具の感応」が挙げ
られ、ｎ頁より「第四遺伝」とあり。
津田らが訳することを習っていたものと推定される。
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４、エルメリンス「原病学」講義の遺伝病。
エルメリンスはオランダ・グロニンゲン大学より明治三
年に来日し、七年間大阪医学校で医学教育を行った（Ⅱ）。
スロイスと相前後して、原病学の講義を行っていた。（講義
録
の
序
文
は
明
治
六
年
に
書
か
れ
て
い
る
。
）
そ
の
講
義
録
は
『
和
蘭
教
師
亜
爾
蔑
聯
斯
講
義
原
病
学
通
論
』
（
明
治
七
年
甲
戊
三
月
、
三
友
舎
蔵
版
、
熊
谷
直
温
、
安
藤
正
胤
、
村
治
重
厚
記
聞
）
と
し
て出版された（３）。その巻之二、病源論で内因］遺伝素因」
を次のように記載している。
一族ノ容貌ハ、皆ナ類似スルカ如ク、疾病モ亦父母ヨリ其
児二遺伝ス、例ヘハ先天奇形ｌ手指偶数、兎唇、口蓋披裂、
及ビ諸部披裂ノ如シ、ｌ結核、梅毒、痛風、らい病、癒狂、
癩痢、子宮病、聾耳、音唖等ノ如シ、近親相婚購スルトキハ、
あった。
ひ
ん
ふ
遺伝ｌハ先天ヨリ父母ノ体質「フ稟賦シーナ、生来其病ヲ受伝
フ
ヘ
キ
性
ア
ル
ヲ
謂
フ
ナ
リ
。
例
之
父
母
ノ
伊
屈
篤
ニ
テ
死
ス
ル
者
ハ、其子亦必ス此病ヲ患フル力如シ・（中略）
此
伝
屍
病
ノ
種
類
ハ
腺
病
、
伊
屈
篤
、
労
療
、
及
顛
狂
等
ナ
リ
。
が記され、さらに体質、容貌も遺伝性であると記載してい
る。「伊屈篤」は〕旨亘（痛風）、労擦は労咳、肺結核、腺病
は小児結核である。遺伝病を説明したが、その例は僅かで
５、辞書字典には「遺伝病」はどの様に記載されていたか。
一七一一○年発行のＦ・冨呂のＨの『数国言字典』（旧）をはじ
め表１に示す辞書を調査した結果、一八一一三年発行の〕・
国・言○口》Ｚの９のａロ房ｓのロｐｐｍの］のＳ三・・ａのロウ○の丙菖
の一一三六頁にはご口のロの国の昼丙の凶の汀のⅡ口可の吋の＆百三
＆、８ｍの葛が記載されている（図１）（Ⅲ）。他のものでは
勺・三』の］目ｇ言ｚの９のａＢ（＆弓ロ巴宮口曰、三・・己の弓・のえ
（弓毛‐畠巨）に一同瓜の」一〕【の①』、のロの。冨已のご葛とあり、「遺伝
的素因」と見られる（妬）。｜兀来、オランダ語のの風の］］］丙①
英語のロ囚の＆冨二、ラテン語のロの馬の臼冨のは「遺産、財産
の相続」を意味する言葉であった。これが医学で遺伝病を
現すために使用されるようになり、一八一一○年代には「遺伝
病」の意味で辞書等の書籍に使用されていたことを示して
いる。なお、辞典類としてショメール「家政辞典」（］き」‐
遺伝素因ノ発生殊二盛ニシテ、結核、痴鈍、暗唖等殊二多シ、
之二反シテ異族ノ婚購ハ、強健ノ児ヲ得可シ・（以下略）
内容はスロイスの講義の内容とほぼ同じ様なものであった。
遺
伝
病
を
遺
伝
素
因
と
翻
訳
し
て
い
た
。
近
親
相
姦
に
よ
る
遺
伝
病
の発生を指摘していたことは注目される。
ハルッホルーン箸、長谷川泰訳、『病理摘要』（明治八年
刊
）
に
は
遺
伝
病
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
危
）
。
7７
岳ｇ）（肥）。ブイス氏字典（］「①①‐三『、）（Ⅳ）。パピルロ
ン氏理学字典（ミヨ）（旧）の各辞典を調べたが記載されて
いなかった。量田口の臼四己計三○○ａ四ｓ○の丙ｐＱの①］ご》には、
のＲ｛の］」芹は記載されていないが、ケの烏の９日のＰ（譲る、遣
図１、］・出○旨○ｐｚのＱの己已（の○ロのロロロ、の」の○ロ
ヨご○○Ｈｇのロケ○の汽国の爲宮Ｐぐの貝口の①爲旦の【ＱぐのＨウの］のｐＱＱｏｏＲ
シ・の【のぐのｐｍｏＰ］・ぐロロ①のぐの丘囮○一再ｏｐＤｏ耳扁の○耳の口
シ曰の（のａ目］』⑭星・石川県立図書館蔵。本書の二一一一六頁に
①民の已丙の凶の写のロが記載されている。
一Ｊ．△０‐ｌ◇’’’’’０。！。！。’。’。Ⅱ、’’’’０。’△□０■◇ｑｄｑｈ『■①白びｒ』‐■Ｔ句．｜□し。●●・』・●●②可一ら・
一足一子・轍》鐸や叩・埒一》》『》》》（舞卯浄一や←絡癖。『わ、心配旧亜咀一・《ぬ←し転一夢『》、一一。》、蕊一一
露蕊霧熟議》蕊蕊譲
一一繩》潔》》鍵》》》》》》一》》》》》》》》》》》》》》｛》》》》》》》》》》》 死、味。，．］Ｐ５二
物を送る）、ロのＨの＆（のＨのロ（同上）・ロの円のＱ昇の笄（遺物）と
あるが、「遺伝」の記載はない（巴。大漢和大辞典の「遣」
の項には「遺伝」、「遺疾」の記載がないことから、遺伝は
漢語ではないと見られる。
『訳鍵』のロ閃の項には、口鳳凰の再のがあり（図２）、「遺
疾」と訳語が記されている。これは明らかに遺伝病を意味
している（別）。
図２、『訳鍵』の①国且の汀のⅡ遣疾の記載
薮
透
胸
繭
顕
雪
悪
７８
さ
ら
に
寛
政
八
年
（
『
①
①
）
に
稲
村
三
伯
ら
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
「波留麻和解」を調べ、囚巨の江のⅡ「遣疾」と記載されてい
ることが確認できた（〃）（図３）。可・国巴日口の藺仏辞典、
第二版（』己①）を調べると、次の様にこの単語は記載され
ている（Ⅲ）。
向風の昼汽の凶の写の亜冨巴＆］の意忌巳臼］Ｈの（遺伝病）
とあるが、の尽凶の江①百・ぐ・は記載されていない。
この結果、「遺伝病」の元の言葉は「遣疾」であり、フ
ラ
ン
ソ
フ
ァ
・
ハ
ル
マ
の
藺
仏
辞
書
を
元
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
翻
訳
が
行
わ
れ
て
「
ハ
ル
マ
和
解
」
が
編
纂
さ
れ
た
時
に
「
遺
疾
」
が
採
用されたと推定される。さらに、のＨ（のご丙のが「ハルマ和解」
の編纂においてのＨ【と凶の戸のと結合してしまっていたこと。
こ
れ
が
「
訳
鍵
」
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
本
来
は
上記のスペルのオランダ語であったのである。なお『訳鍵』
には①国のご丙は「禅リ、与ベキ、平常」と記るされている。
これが大坂適々塾での緒方洪庵の『病学通論』の著述の
ときに「遺伝病」となり今日に至っていた（８）。この「遺
伝病」より、その後に「遺伝」「遺伝子」「遺伝学」などの
言葉が派生してきた。
６
、
病
理
学
書
に
記
載
さ
れ
た
遺
伝
病
遺
伝
は
生
理
学
書
で
は
な
く
、
病
理
学
書
に
病
気
の
原
因
の
一
因
としての「遺伝病」が取りあげられてきた。金沢大学附属自
然科学系図書館に架蔵されている一八四六年から一八六九年
発行の十一種の病理学書および○・可・三○の（向ロミ・］・己の＆ロ
三○○己のｇｏの丙ＯのＨ勺日穴房・ロの○のロのロの①の‐・田の①］》の曰
くのＨ］○の丙［曰口の》］、謡‐四ｍ．（皿）を調査した。その結果、］・
団巨〔荷の．（］歪①）（邪）、○少・ミロロロ＆］○戸（屋乞‐］、巴）（別）、
勺・ロロ］の⑥口・雪吊ご空（］⑭＄）（妬）、四・Ｆのウの員（〕の①の）
（肥）等の４冊には葛同感の｝ご穴のロの］９凶の耳の口どの項が記載
さ
れ
て
い
た
。
表
Ⅱ
に
各
書
籍
に
記
載
の
遺
伝
病
の
名
前
を
ま
と
め
て記した。この表から十九世紀の中ごろは、当時の難病の
殆どが遺伝病と考えられていたことが分かる。特に結核、
梅毒、天然痘、はしかなどが遺伝病に組み入れられていた
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
細
菌
学
が
ま
だ
未
発
達
で
あ
っ
た
こ
とに原因がある。
またその他に現在も遺伝病と認められる例が三［ＢＱの皇ｓ
（』、お‐屋臼）の病理書（別）の以後に出版された書籍に多
く記載される様になっていた。さらに、二宮ロＱの島Ｓは古
い資料を引用して、伊・曰の》の貝］のの曰＆＆ずの忌旦」『お》
と三の＆○二の四日目］ロロ、ぐ○口田の○宮○ヶ三口、のロ・』ゴロ・で
は、遺伝（○ぐ囚の。ごｍ）の実例として、肺結核、癌、甲状
腺腫、クレチン病、痛風口臼ごｇの口（団曰すの］の弓Ⅱ痔核）
等が挙げられていた（鯉）。この例は十八世紀半ばにはすで
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７、三宅秀箸「病理総論」
東京大学医学部初代内科教授であった三宅秀が内科学の
教
科
書
と
し
て
『
病
理
総
論
』
を
編
著
し
、
明
治
一
四
年
（
屋
望
）
に
出
版
し
た
（
６
）
。
本
書
は
石
川
県
甲
種
医
学
校
を
は
じ
め
全
国
の
多
く
の
甲
種
医
学
校
で
内
科
の
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
である（７）。本書は田口＆］の厨ｎ戸『病的組織学』（屋「⑫）（肥）
をはじめ、勺の己の．三・・『病理総論』（］⑭。）（羽）、ピルヒ氏
ヒルシフェルド氏『病体解剖学』（］⑫。）、○円戸〕・・『病体診
断学』（扇「①）（帥）、］・の①ロロ四・『病体解剖略説』（」、己）
（、）、囚］］片・冒弓・》『一般外科的病理と治療』（屋「の）（皿）、
二の日の目囚》呵・ぐ○戸『内科各論』（屋。）（詔）、閃○画日ロの丙］・
○・ぐ○Ｐ『病理解剖学』（］、臼）（弧）を参考書籍としたもの
で
あ
る
。
本
書
第
一
巻
、
第
三
編
「
原
因
論
」
で
、
原
因
類
別
の
第
一類「患者ノー身上二関スル病因」、［｜］「内因ニシテ患者
ノ意ヲ用フルモ除去シ難キ者」で「遺伝素因」（百三頁）が
記載されている。
遺
伝
素
因
ハ
父
母
ヨ
リ
伝
フ
ル
所
ノ
素
因
ナ
リ
。
夫
レ
疾
病
ノ
遺
伝
ヲ致ス事有ルハ、皆人ノ知レル所ニシテ、是し卵珠ノ母体
ヨリ分し、精液ノ父ヨリ出ツルヲ以テナリ。然しドモ凡百
ノ疾病、皆父母ヨリ遺伝スルニ非スシテ、一病ノ遺伝シ一
に遺伝病の認識があったことを示している。
病ノ否ラサル所以ハ、得テ了解スヘカラス。先天奇形例之、
尿道破裂、畉唇、指趾過贄、及上骨盤ノ広狭脱腸ノ素因、
産育ノ多少等多クハー血族ヲ逐ヒテ之ヲ致スヲ見ルヘシ。
（以下略）
この一一一宅『病理総論』の遺伝病の例と、前述のスロイス
「病理学」の遺伝病の例を比較のために表Ⅲに示した。両
者には結核、梅毒、痛風等が見られことは前出の場合と同
様であるが、伴性遺伝、交叉遺伝、人種の違いと遺伝等記
載されていることは、これまでの書籍とは異なるところで
ある。考
察
スロイスの病理学では、ご病気の原因の一要因として「遺
伝」があるどことが講義録に記載されていた。明治五年に
金沢で和蘭語ｇの嵐の］濤凶の丙（の口菖が「遺伝病」と翻訳され
ていた事に誘われて、我が国で「遺伝」および「遺伝病」
が何時から、誰によって使用されてきたかの調査となった。
最も古いものは辞書では一八一一三年に発行された］・国已宮○℃
の蘭英辞書であった。この辞書は永積らの史料調査によれ
ば一八六○年（万延元年）に長崎に舶載されていた記録が
ある（開）。他の多くの調査した辞書と辞典には①民の］芦は
記載されているが、その意味は元来の「遺産相続」であっ
8０
た。加賀藩が購入して文久元年（扁臼）から壮猶館で黒川
良安らが会読した三ｐｐｑの昌呂（］⑭臼）の病理学書（別）を
はじめ、〕・田口（荷の（］段①）（別）、勺・ロロ］の①ロロ・二吊口のＨ
（屋邑）（妬）、四・Ｆの冨耳（］、①、）（恥）等の４冊の病理学書
には遺伝病の項があり、特に旧の冨耳の書籍には遺伝病の
例が最も詳細に記載されている。その中には、結核、梅毒
などの細菌感染症も含まれていた。これは家族感染により
父母から子供に感染することから遺伝病に含まれたものと
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
幕
末
か
ら
明
治
は
じ
め
の
和
蘭
人
医
師
に
よ
る
講
義
で
は
、
ポ
ン
ペ
ボ
ー
ド
ウ
イ
ン
ら
の
講
義
で
は
遺
伝
病
の
記
載
は
無
く
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
僅
か
三
例
の
遺
伝
病
を
挙
げ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
明
治
五
年
の
ス
ロ
イ
ス
、
六
年
の
エ
ル
レ
メ
ン
ス
の
講
義
か
ら
、
遺
伝
病
の
例
の
記
載
が
増
加
し
た
。
こ
れ
はそれぞれの講義で使用した原典の出版年度に由っている
と
見
ら
れ
る
。
ス
ロ
イ
ス
お
よ
び
三
宅
秀
の
病
理
学
講
義
で
は
、
血
友病などの伴性遺伝や人種と遺伝の関係の話も引用されて
いた。江戸時代の書籍では、ズーフの協力のもとに稲村三伯が
編纂したオランダ語の最初の辞書である「ハルマ和解」
（］『①①）には負巨の江が「遣疾」と翻訳して記載されていた。
こ
れ
が
最
初
の
翻
訳
で
あ
り
、
こ
れ
を
藤
林
普
山
が
簡
略
化
し
た
オ
ランダ語辞書「訳鍵」には、同様に①国凶の江のⅡ「遣疾」と
記載していた。ところが、可・出巴曰口の「藺仏辞典」第一一版
（ご＄）を調べると、の風の三片凶の戸のと記載され、輿宜の丙（
は
見
あ
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
「
ハ
ル
マ
和
解
」
を
編
纂
し
た
と
き
に
スペルを間違い、臼亘の写のとしてしまった可能性がある。
さらに、の昆の昼丙凶の再のが弓画①年に出版された辞典にす
でに記載されていたことは注目される。無論、この言葉の
持つ意味には現代とは異なったものが含まれていたと推測
される。同尽の語源が「譲る、遺づる」であり、名詞では
「道るもの遺産」の意味がありこれが転じて「遣り伝える」
病
と
な
り
、
親
か
ら
子
孫
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
色
々
な
病
気
を
①黙の］】涛凶の丙〔のと云うようになった。ロ囚のＱの斤一のも同様に
意味をもつ言葉である。なお、「江戸ハルマ」（寛政八年頃、
ｌ］「召）には①扁帛の屋丙はなく、の熈丙○己、（代々の帝王）、
の局坤の臼（代々の遣法）となっている（〃）。
この言葉は次いで、緒方洪庵により受け継がれた。緒方
洪庵箸『病学通論』（弘化四年、屋令）に病因の一つとし
ての「遺伝病」が目次に記載されていた。しかし、本書は
病学の序論で終わっているために、遺伝病の内容にまで至
っていなかった。本書は○・○・四日（曰８口の病原学をはじ
め複数の和蘭医学書をもとに、編著に十～十五年が掛かっ
たと云われている（妬）。当然、の風の］一声凶の戸のロが遺伝病と
翻訳されたのである。これが基となり大阪・適々塾で学ん
8１
だ塾生を通じてこの言葉が広く使用され、オランダ人医師
の病理学講義の翻訳が可能となった。この関係を図４にま
と
め
た
。
こ
の
図
か
ら
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
の
遺
伝
病
の
記
述の変遷と、さらに底本となった病理学書での遺伝病に関
する記載の変化も知ることが出来る。加賀藩の蘭医達は壮
猶館でミロロニの１］＆の出目ニウ・の丙９のＨ勺昌ロ・」○四の①ロ
日ロの日ロの（Ⅲ）を会読していたことから、すでに安政年間
には遺伝病についての知識を得ていたと考えられる。
個
々
の
遺
伝
病
に
関
す
る
歴
史
は
古
い
も
の
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
病
理
学
で
疾
病
の
一
因
と
し
て
扱
う
様
に
な
っ
た
の
は
十
九
世
紀
の
初
期
で
あ
る
。
我
が
国
で
は
、
遺
伝
病
は
緒
方
洪庵による『病学通論』に始まり、オランダ人医師による
長
崎
、
金
沢
、
大
阪
の
医
学
校
で
の
病
理
学
講
義
を
通
じ
て
遺
伝
病
が
医
学
生
ら
に
教
え
ら
れ
た
。
一
方
、
メ
ン
デ
ル
に
よ
る
エ
ン
ド
ウ
豆
の
実
験
か
ら
遺
伝
の
３
法
則
は
発
表
さ
れ
の
は
一
八
六
五
年
で
あ
る
が
、
当
時
は
全
く
注
目
さ
れ
ず
、
一
九
○
三
年
に
ビ
ー
ド
ル
に
よ
る
赤
パ
ン
カ
ビ
の
実
験
を
契
機
と
し
て
、
遺
伝
学
は
大
き
く
姿
え
を
変えた。その後ＤＮＡの発見とその働きが明らかとなり、
さ
ら
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列
の
分
析
が
可
能
と
な
り
、
遺
伝
病
の
原
因
は
染
色
体
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列
の
変
位
に
よ
る
分
子
病
で
あ
る
と
定義された。
文
献
１、スロイスロ述、藤本純吉筆記、「普通病理学」、金沢市
立玉川図書館近世史料館蔵。
２、スロイス口述、藤本純吉筆記、「各自病理学」、金沢市
立玉川図書館近世史料館蔵。
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古典全書』復刻、一一一、医学、（朝日新聞社、９ｓ）七一一頁。
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来史』、形成社、昭和四七年、一一九八頁。
皿、文献９、一一一一一一六頁、「□【・○・○・三目のぐの］□。
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Ⅱ
、
大
阪
大
学
総
合
学
術
博
物
館
第
２
回
企
画
展
「
シ
グ
ソ
ー
の
ピースを探して」肥、「大阪近代黎明期の西洋諸化学との
交流」（四○ｇ）。
、、ハルツホールーン・ヘンリー、『病理摘要』長谷川泰訳、
明治八年、国立国会図書館蔵。
田、三＆の房Ｆ・旧・・倉三の」〕の円の三○○ａの口の○ロ日》》・四○宮の庁の
Ｏ爲巨○片》］ロロロ○○日・ｏｂ９のＱｐｍの］・シロ】の（囚９日Ｐ〕「画◎・
石川県立図書館蔵。
ｕ、西○］百○口〕・》》》ｚのＱロロ已庁の○ヶのロｐｐｍの］の○ロ二○○ＨＱのロー
ワ○の丙菖・］・ぐ四口ののぐ●の］９四○］百○℃□○己爲の○耳のロ』⑭図四・
石川県立図書館蔵。
咽、三」の」目●９勺・・員団の片口○ご〔ｚのＱの己已（のＯ宮弓口口］丙ロロ曰、
ごく○○Ｈｇの□す○の穴》・切一）団］口の、の①曰くロロロ帛口ロロ］。
、。ａ儲のｏ頁］⑭四ｍ‐］認Ｐ金沢大学附属自然科学系図書館
蔵。
肥、○ロ○日の］・冨・三○の］・富国巳の百○口Ｑ【ロロ四ｍ四四口Ｑけ○の丙
ぐ○○氏Ｑのロの【Ｑの」］□ぬのｐＦｐｐＱＢｐＰ○｛○ロ○日の」
国已のロ○口ＱのＥ丙三○○己のロワ○の【ご・心ｅロ・》］○ロロロロのの
少］］四国・少日の（のａ自己．］のｓ‐』⑭＆》金沢大学附属医学部
図書分館蔵。
Ⅳ、、巨目の》口・》賃Ｚ」のロゴのごく○］丙○日のロ三○○馬９のロケ○の丙
ぐ四口【○口の（のロの口三の①【の口のＯぼゆごｂの□ご》の．句・ロロ巴。①
少曰の〔の己口目』「宅‐」。ｍ・石川県立図書館蔵。
田、勺四口］］○Ｐ○・・負シロロロｍｐｍ口の］ご》レウ日ロ四目四口のｍの①ロ
凶・・ＰＣ○三門のＣ亘弓「Ｐ石川県立図書館蔵。
四、言の廷の円の》Ｆ・》鬘二○○ａのｐｍＯｐ臼》］・団口の己日＆ｇｏ
シ曰の庁のａ四目》］「図Ｐ金沢市立玉川図書館近世史料館蔵。
別、藤林普山編纂『訳鍵』、翻刻版、石川県立図書館蔵。
Ⅲ、句田口８】の国巴曰囚「蘭仏辞典」（」己①）。文献４
皿、冨○呉○・可・・倉ロロ○国８］○℃の曰四三○○ａのロロ○の丙・の円
勺冒再］○ロの○のロの①の①‐．■の①」・の曰くのこ○の丙巨ｐＱのご》○・○・
の巳、丙①少曰の（のａ目〕．］缶切‐四ｍ・金沢大学附属自然科学
系図書館蔵。
別、ｍｐ２ｗの］・》員シ］、の白ののロの勺四弓○」○四の○の、Ｒ○口Ｑ○℃
勺ゴ］の］○」○四のご》ぐの耳ロ巴９９○○Ｈ少・○・ぐロロ９円四○昌俸
］・］・の○二の門．○・ぐ四口ＱのＲ勺○の庁］塙》ご耳の○耳・の口○・○・ぐ口口●
ｑの尉勺○の〆シ日の（のａ日Ｐ屋トロ・金沢大学附属自然科学系
図書館蔵。
別、ミロロロの二○戸０．シ・・目西日丘け○の片口の円勺四ｓ○］○四の①ロ
日ロの儲四口のご・の①、（のＱの①］．○ぐｍｐＱのＲ勺○の（］の．ご『の○耳・
扇巴・金沢大学附属自然科学系図書館蔵。
妬、ロロ］の》勺・》のロミロ、ロ日・口・・倉西口ロ□す○の丙９のＨ
シ］囚の曰ののロの勺ロｇｏ］○四の息．【の日旨丙のｐＮｏｏＰロゴの０頁》
岳＄・金沢大学附属自然科学系図書館蔵。
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川、旧のびの耳・田・》宮四四口ｇｏｏの丙ＱのＨシ］㈹の曰の①口の勺臼丘○］○四の
①ロ日ロの国目の量・尻の日曰丙の口ＮｏｏＰ〔〕首の・宮』⑭①ｍ・金沢
大
学
附
属
自
然
科
学
系
図
書
館
蔵
。
〃、「江戸ハルマ」団Ｈ§のｏ】の出巴日Ｐ稲村三伯訳編。大槻
玄
沢
序
。
（
寛
政
八
年
頃
）
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
。
肥、冗旨９口の苗○戸口．．《毎Ｆのロ烏すロｏｐＱのＨｂ異百○』○四の○百の口
○のごくのすの］の冑の．．．旧のご凶囚扁蜀・金沢大学附属自然科学
系
図
書
館
蔵
・
別、勺のＨ］、．三・・貫旧のロ乱ウロｏｐＱのＨシ」］囚の片口の旨の口勺臼百○］○四の葛・
可胃の三。』の門のロ●Ｑの□．□Ｑ少尉具の・日ロの』］］・陣弓丘囚］脚
ロロ丙ｏの庁ロヰ囚日〆扁。－房『①．金沢大学附属自然科学系
図
書
館
蔵
・
別、○円戸］・・員勺臼百○］○ｍ】の○百の１口ご●臼○門己の○ずの、旨、口○ｍは丙菖．
ｏ・昂〆こ●色・』の○○・
皿、］○ｍのＤＰ出・・自○○日ｂの口・旨曰Ｑの片ｂ日ロ○］○四の○すの口
シロ異○日】の．・・四・ぐの閏口のゴ耳のレロ酉・囚・ロ・○］】ぐのＰ団の島Ｐ
得⑭「四・
組、国」］］門○汁百日・・員Ｏ』の□］］ぬの曰の旨の○豆門口帛囚の○ヶの勺口（百○」○四の
ロロロ日ロのＨ四口の．．“ｍ・シロロ・○・河の］日の昂・ロのユ旨・』⑭『①．
金
沢
大
学
附
属
自
然
科
学
系
図
書
館
蔵
・
凸
詔、Ｚ』の日の目のＨ・可・ぐ○Ｐ．《可の］宮ぐ○口●ｚ」の曰の己のＨの
旧の旨叶ワロ○すＱのＨの、の○」の巨の口霞而口〔百○］○ｍ】のロロ厩９
日ロの日ロの蟇・Ｚのロヮの四氏ロの芹の（ぐｏｐｐｐｍ・の①】員』・国９．．，．
ｍＱ・①・ぐのＢｐＱの耳のＥｐＱ弓の貝口のヴヨのシロロ．．シ・
出肖の○ヶごぐ巴９》団のこ】Ｐ得、『トー］⑭『『・
弧、内○画宮口の丙国》○・ぐ○Ｐ蔑旧の宮【す口ｏｐＱのご日ロ○］○四の○ヶのロ
シロ臼○片己のご］・口ｇ四・ｍｇ・函．、９．．三・国国巨曰巨］』のＨ》
』ｍｍｍＩ』⑭①］・
妬、永積洋子、「一八世紀の藺書注文とその流布」、研究報
告書。（乞麗）。
鮒、文献８，３８３頁、「病学通論」解説。
図３，「波留麻和解」第二巻ＣＤ～Ｇ、
稲村三伯編集、寛政八年（1796）（27）の
erfZiekte,ｚｖ遺疾が記された頁の一部。
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表Ｌ辞書に記載された｢遺伝｣｢遺伝病」
LMeijers，
LMeijersWOordenschat,verdeeltin:LBastaardt-woorden,２.Konst-woorden、
JanＢｏｏｍ,ｏｐｄｅＣｍｇｅｌ,Amsteldam,1720．
メージル氏数国言字典､｢加州蔵書」
Hezitage，em23DedZ＞elTHeeI相続財産、遺産
HereditameriTもign？
Herediteuェｅ噸巴naam,相続人（Erfbnikは記載書されていない。）
PLWenand，
NederduitschTaalkundigWOordenboek
JohannesAUart,AInsteldam,1799-1811.
3ｅＤ、Ｅ－Ｈ,1802．xW353p・
ウエーラント氏小字典一部十一冊､｢壮猷館文庫｣｢医学館」，第三巻､Ｅ－Ｈ之部､２８頁見出し語：ＥＲＦ＝Ineerv;erven，相続人、相続する。
Ｅ正fblがと（Erfblijkeeigenschappen＝遺伝形質、世襲財産）
PLWenand，
BeknoptNederduitscHnLalkundigWOordenboek，
BjiB1usseenvanBraam,Dordrecht,1826-1830.
2ｅＤＥ－Ｋ,1828.554p・
ウエランド氏辞書一部五冊、「養生所医局蔵｣｢金沢藩医学館」
見出し語：ＥＲＦ＝meerv>erven，相続人、相続する。
Erfﾖhfk，（ErfbLijkeeigenschappen＝遺伝形質、世襲財産）
JHoltrop，
EngelschenNederduitschWOordenboek
berin,vermeerderdverbeterddoorA・Stevenson・
JvanesveldHoltrop,DordrechtenAmsterdam,1823．
ホルトロツプ氏英蘭字書、「加州軍艦蔵書之印」
３９１page
Hereditable[her-red，-it-te-bil](adjjhtHIi/kHerediament[her-r-dit'一te-mint](s,mheritance）ErfbmS、
Hereditarily[her-red，-di-ter-ri-li](advL）助eI9ibnjS
Hereditary[her-red，-di-ter-ri](adj.）mfblijk
相続
JHoltrop，
NederduitschenEngelschWOordenboek
berin,vermeerderdverbeterddoorA・Stevenson．
』､vanesveldHoltrop,DordrechtenAmsterdam,1823．
ホルトロツプ氏蘭英字書、「加州軍艦蔵書之印」
２３６page
Erfbnjk(adj.）Hel9editmy；相続
Eenerfblijkregt，ahel9editazynght；相続権
Eenerfelijkeziekte，ａｈｅｚ℃虚mzy《ZigeaBe遺伝病
DBomhoff；
NieuwGrootWOordenboek，NederlandscheTaaL
waarinaUegewbruikehjkewoordenopgenomen,hunneverschmendedeteekenissen
verklaarden,waarzulksnoodigis,metvoorbeeldengestaafdzijn.，GebroedersBelinfnnte,，sGravenhage,１８５７．２５３ｐage・
見出し語、Erf
Erfbhjk，bvBdatalserfbnisovergaat，BMbijwijzevanerfbms：
Erfbhjkbezitten，BwVanhetverouderdeerven，voortduren：
相続権、遺産、相続する、
DrEngelbregt，
LatijnschWOordenboek
NaardeelfdｅｕｉｔｇａａｆｂｖａｎｄａｔｖａｎＤｎＫ.Ｅ・Georges・Opmeuwbewerkt・
ＪＢ・WO1ters,Gromngen,1865．
｢金沢医学館｣、（ラテン語辞書）
Hereditarius，ａ・ｕｍ(hereditas)，
１)deerfbnis,betreffbnd,actio,ＣｉＣ２)geerfd,cognomen,id
Hereditas，ａｔis,ｆ(heresLdeerfbnis,hereditatepossidere,CiC.；
ラテン語でのhereditasは「遺産、相続財産」を意味した。
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表Ⅱ病理学書に記載された遺伝病
Schurft折癬
．、ロ
Ｌ出
ニロ■Ⅱ
Roodvonk猩紅熱
8６
Ju1iuBBudge,(1846） WimderliCh，（1851） r(186帥
Hermannlpbert,(1868）
AlgemeenePathologie
Ｐａｇｅ653‐
HandboekderPathologie
enTherapiep-229，
HaYDdboekderA1gemeene
Pathologie.Ｐ75-81.
ｎ３ｎｄｂｏｅｋｄｅｒＡｌgemeene
PathologieenTherapie,ｐ844-748.
longontsteking， 肺
Longtering肺結核
Catarrhus,流感,感冒
'Ibrmg、肺結核
Tubercula、結核
tuberculeuse，結核 粟粒結核症
肺結核
結核
Tubaculease
結核
longenkatarra,肺炎
asthma､ぜんそく
overtolligｅｖｌｎｇｅｒｓｅｎ
dergelijken
指趾異状発達
多指異常，奇形の転移
団子鼻，顔つきの類似
鷲鼻
Misvormlngederwervelzuil，
脊椎柱奇形
AnDmnlieinhetaantalwervelen
enteenen､脊椎骨,足指の数の異状
Onvolkomenontwikkehngvaneen
lid,eenvlngeriovertonigevmgers．
指趾異状発達
耳聾,聾唖，croup
頚部リンパ腺の結核性
K1ierziekte，癖瀝
Hersen-ontsteking
脳炎症
Epnepsie,てんかん
apoplectischeaanleg
卒中性の性質
cretinismusクレチン病
(知的能力の一致）
脳膜結核炎
精神病
癩痢､ヒステリー､心気症
cretinismusクレチン病
心臓病,精系静脈瘤,varicoele
Hersenbloedingen脳出血
verweekingen，軟化
Krak-zinnigheid神経異常
Zenuweetra，neuroseuerfblijk
epilepsie,てんかん，
Hysterie,ヒステリー
meningitis髄膜炎，cretinismus，
Jicht痛風 痛風 リュウマチ,痛風,Rheumatismus
Waterzucht
水腫,水症
血友病 多血症,貧血,萎黄病,血友病
るいせき,腺病,腫瘍
Zwartestaar
黒そこひ
虹彩の色 近視,遠視（老眼），斜視
昼盲症夜盲症,glanucoma
白内障
hazenhp＝hazelip兎唇 兎唇，ロ蓋裂 Hazelip裂唇
Diabetes糖尿病
Haemorrhoiden,痔
Ｄｅ syphilis梅毒 afWijkingender
geslachtswerktuigen
性器異状
イポ,シミ,先天的な肌の癖
魚鱗皮症
梅毒，包茎
尿道下裂
男性的疾患
Herniae,脱腸,dyspepsie消化不良
haemorrhoiden痔
皮膚病：皮膚の腫瘍,atheromata
象皮病,角化症,Albinismu白皮症
梅毒
Hypospadias尿道下裂
niergruis腎臓結石
Pokken天然痘
Rubeolae
はしか､風疹
Mazelenはしか
Typhusチフス
rhachitische ？
eelampsie
hydrocephalus
euphysema
表Ⅲ､スロイスと三宅秀の病理学講義での遺伝病についての比較
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スロイス明治５年
病理学,遺伝
三宅秀明治１３年
病理総論
先天病，遺伝病 遺伝素因，先天奇形
結核労=tuberoculosis 結核
肺カタル,気種,喘息』格魯布
徽毒＝syphilis 梅毒，梅毒と萎縮
歴節病＝jicht 痛風
亀頭の后下面尿孔閉鎖症＝hypospadiasis 尿道破裂
てんかん＝epnepisia てんかん
心思鯵憂病＝hypochronderiahysteria ヒステリー，急病
神経病：脳膜炎，脳水腫，脳軟化，諸般の精神病
悪爾箇保児中毒と精神病
心臓器質病，償麻質私（リュウマチ）
象鱗状皮疹＝Ichthgosis 皮膚病：頑癬，象皮，粉瘤
体躯倭小＝Cretimsmus 指趾過瞥，骨盤廣狭
近視，遠視，斜視，昼盲，夜盲，黒障眼
耳聾,暗唖
出血病＝Bloederziekte 血液病：多血，萎黄病，出血病
腺病 癌腫
歓唇
胃弱，脱腸，砂淋
産育の多少
痔疾
伴性遺伝病 男子に伝わる病：出血病，鱗屑病
女子に伝わる病：灰白内障眼，子、 孫に伝える
交叉遺伝（祖父母，伯叔父母より）－血族で潜伏するもの
人種の違いと遺伝
黒毛，黒虹彩，紅毛，茶褐色虹彩
ロシア人・スウェーデン人
フランスの「プリオン」種鼻尖突
｢ヨード」人鼻中隔下垂
図４．わが国の｢遺伝｣と｢遺伝病」の小史
フランソワ･ハルマ｢蘭仏辞書｣(1726）Erfelijkziekten
蘭日辞書｢ハルマ和解｣稲村三伯編集(1796）Erfziekte＝遣疾
｢訳鍵｣藤林普山(1810）Erfziekte＝遺疾
JHoltrop・英蘭字典NederduitschenEngelschWoordenboek（1823）
（本書は１８６０年(万延元年)舶載，壮猶館蔵）Erfelijkziekte＝
ｈｅｒｅｄｉｔａｒｙｄｉｓｅａｓｅ
ＰｈＯＨａｒｔｍｅｎｎ（1827）
（緒方洪庵の使用した病理学書，これから遺伝病を引用か？）
！Ｃ・HHufeland(1836）病理学書JuhusBudge(1846）病理学書
遺伝病(金沢医学館蔵） 緒方供庵｢病学通論(1847）
遺伝病(序論のみ）
青木浩斎｢察病亀鑑(1847）夢
Wunderlch（1851）病理学書父母遺伝
遺伝病(クレチン病）（金沢医学館蔵）ポンペ，病原学(1859-1860）
PaulUhleenErnstWagner（1863）（遺伝病の項はない）
病理学書，遺伝病
(０Ｊ・Ｍｅｎｄｅｌ（1865）遺伝の３法則）
HermannLebert（1868）マンスフェルト｢病理略論」（明治２－３年）
長崎府医学校での講義
明治４年２月東京医学校編
疾病の原因，遺伝病(腺病など）
スロイス｢病理学｣講義（明治５年，1872）
病理学書(金沢医学館蔵）
遺伝病(例多数記載）
遺伝，遺伝病(例を多くあげる）
エルレメンス｢病原学通論｣講義
（明治６年）明治７年刊行
ハスケル｢家政要旨」（内藤伝右衛問訳）
（明治９年１２月刊）遺伝の記載あり
三宅秀｢病理総論」（明治１４年）
遺伝病（例を挙げる）
8８
